
 

午
後
の
ひ
と
と
き
。 

 

「
コ
ー
ヒ
ー
に
し
ま
す
か
？ 

そ

れ
と
も
紅
茶
が
い
い
で
す
か
」 

 

 

定
年
な
ど
の
理
由
で
民
生
委
員
の

務
め
を
終
え
た
あ
と
も
、
大
人
の
居

場
所
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
く
れ
る
人

た
ち
。 

 

４
年
前
、
い
っ
た
ん
幕
を
下
ろ
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

方
式
の
「
枚
二
み
つ
ば
」
。
今
年
、

装
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

３
か
所
あ
っ
た
居
場
所
を
「
岡
集

会
所
」
に
集
約
。
「
お
久
し
ぶ
り
」

と
な
じ
み
の
人
ら
が
戻
っ
て
く
る
第

２
金
曜
日
、
飲
み
物
を
手
に
会
話
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。 
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１２月 

 

社
協
や
地
域
包
括
職
員
も
顔
を
出

し
、
話
し
か
け
た
り
、
課
題
を
探
り

合
っ
た
り
し
ま
す
。 

 

   

「肩
車
型
社
会
」
が
来
る 

 

超
高
齢
化
の
問
題
点
は
「
１
人
の

高
齢
者
を
何
人
の
現
役
世
代
（
生
産

年
齢
人
口
）
で
支
え
て
い
る
か
」 

 

▽
１
９
７
５
年 

７
・
７
人 

 

▽
２
０
０
０
年 

３
・
６
人 

 

▽
２
０
２
５
年 

１
・
９
人 

 

現
役
世
代
が
多
か
っ
た
時
代
は

「
胴
上
げ
型
」
。
今
は
胴
上
げ
に
回

る
人
口
が
減
り
、
約
２
人
で
支
え
る

「
騎
馬
戦
型
」
。
将
来
、
１
人
で
担

う
時
代
が
来
る
と
「
肩
車
型
」
と
い

う
社
会
に
な
り
ま
す
。 

（
資
料
＝
人
口
問
題
関
連
） 

  

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
」 

 

長
く
働
き
活
動
し
、
現
役
世
代
の

負
担
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
健
康
寿
命
を
限
り
な
く
延
ば
す

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

こ
の
日
、
友
人
と
カ
フ
ェ
に
訪
れ

た
石
橋
春
子
さ
ん
（
87

）
は
人
生

に
つ
い
て
「
年
齢
は
あ
ま
り
気
に
か

け
な
い
が
、
友
だ
ち
に
問
わ
れ
て

ハ
ッ
と
す
る
こ
と
は
あ
る
」
「
毎
日

鏡
を
見
て
い
る
が
、
写
真
に
写
る
背

中
は
丸
く
な
っ
た
」
と
、
新
た
な
気

づ
き
と
良
好
な
健
康
状
態
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

今日も行くところがある 

 

人
生
１
０
０
年
時
代
。
「
ま
あ
、
年
を
取
っ
て

か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
、
老
後

生
活
を
送
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
き
ょ
う

い
く
」
「
き
ょ
う
よ
う
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
今
日
行
く

と
こ
ろ
」
と
「
今
日
の
用
事
」
。
生
涯
大
事
な
言

葉
で
す
。 

  
 

離
れ
た
心 

呼
び
戻
す 

 

核
家
族
化
や
世
帯
規
模
の
縮
小
が

進
む
現
況
、
日
常
的
な
か
か
わ
り
、

ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
減
少
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
、
一
人

二
人
と
、
仲
間
か
ら
離
れ
て
い
く
様

子
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

ここはホッと一息つける場所 
▲ 

 戻ってきた人で  

「仲間づくり」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
「
居
場
所
づ
く
り
」 



登り坂と段差 

     ２０２4年（令和6年）12月        礎（いしずえ）                              （2）       

子どもの不登校問題  

学
校
を
よ
り
楽
し
く
す
る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
・
枚
二
小 

 

小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
34
万
人
。
こ
の

問
題
を
親
身
に
考
え
よ
う
と
枚

二
で
は
、
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
小
学
校
教
員
の
負
担
軽
減
を

念
頭
に
置
き
、
専
門
家
の
手
を

借
り
な
い
「
学
校
を
よ
り
楽
し

く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

 

取
り
組
み
に
は
枚
方
保
育
所
と
枚

方
幼
稚
園
の
所
長
・
園
長
も
参
加
。

子
ど
も
は
「
就
学
前
後
が
最
も
大

切
」
と
し
て
、
つ
ま
づ
き
や
行
き
渋

り
、
戸
惑
い
を
な
く
す
た
め
に
意
見

を
出
し
合
い
ま
す
。 

 
 

枚二小学校はまであと数分のとこ

ろの急な登り坂で、地区登校班の

列が乱れる。新入生は前方を歩く 

❷
「
教
室
に
居
づ
ら
い
児
童
が
一

定
数
い
る
」
が
、
空
き
教
室
を

改
良
し
て
「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」

が
新
設
で
き
た
。
居
場
所
づ
く

り
の
先
行
事
例
と
し
て
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

■
進
言 

 

９
月
21
日
（
土
）
は
市
長
と

の
「
意
見
交
換
会
」
の
席
で
本

取
り
組
み
に
言
及
し
ま
し
た
。 

 

伏
見
市
長
は
「
地
域
で
の
対

応
は
あ
り
が
た
い
。
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待
感
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。 

窓以外は全部本棚。学校図書館での

意見交換会、会議（９月21日）  

快
適
な
空
間
づ
く
り 

 
 

 

９
月
６
日
（
金
）
は
一
つ
の
区
切

り
を
つ
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
12

名
が
参
加
。
場
所
は
新
型
オ
ー
デ
ィ

オ
セ
ッ
ト
（
ス
ピ
ー
カ
ー
４
つ
）
を

揃
え
た
枚
二
小
・
学
校
図
書
館
。

「
新
た
な
不
登
校
を
生
ま
な
い
こ

と
」
を
目
標
と
し
、
屋
内
外
の
環
境

形
成
な
ど
快
適
な
空
間
を
創
造
し
て

い
き
ま
す
。 

 

次
の
２
点
を
先
行
。 

 
 

 

❶
「
図
書
館
内
の
充
実
は
か
な

り
厳
し
い
」
の
で
、
外
装
の
木

目
張
り
な
ど
、
ぬ
く
も
り
を
感

じ
さ
せ
る
「
懐
古
的
な
」
も
の

を
進
め
た
い
。 

   【保育所・所長】 

 「就学前施設として小学

校への段差をなくすため

に努力している。小学校

の先生にも来所しても

らっている」 

  【幼稚園・園長】 

 「小学校入学後、地区登

校班の歩くスピードにつ

いていけない児童がいて

児童も保護者も困ってい

る､と聞く」 

     【コミュニティ会長】 

 「『学び舎』としてだけ

でなく、『遊びや』『楽し

みや』などの要素を取り

入れ、より楽しい居場所

にしていく必要がある」 

地域で向き合う  

読みたい本がきっと見つかる！ 

誰
も
が
く
つ
ろ
げ
る 

新
設
「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」 

 
「能
登
」 

紡
ぐ 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

同
中
学
校
で
は
、
生
徒
有
志
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動

す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。 

 

能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
学
習
機

会
を
確
保
す
る
た
め
に
親
元
を
離

れ
、
集
団
避
難
を
選
ん
だ
同
年
代
の

中
学
生
に
心
を
痛
め
、
「
能
登
支
援

を
し
た
い
」
と
礎
で
取
材
・
既
報
の

通
り
、
枚
方
市
駅
近
く
で
街
頭
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
状
況
と
、
石
川
県
の
現
状
を

ス
ラ
イ
ド
作
成
し
た
「
の
と
プ
ロ
」

報
告
会
が
１
学
期
末
の
生
徒
集
会
で

あ
り
ま
し
た
（
写
真
）
。 

 

西
村
校
長
は
「
募
金
に
協
力
い
た

だ
い
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
よ

く
伝
わ
っ
て
い
る
」
と
高
く
評
価
。 

 

後
日
、
校
長
と
教
育
関
係
者
ら
が

同
県
珠
洲
市
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

り
、
同
市
市
長
、
同
市
立
緑
丘
中
学

校
長
ら
と
会
っ

て
生
徒
た
ち
の

思
い
を
伝
え
ま

し
た
。 

 

つ
な
が
り
が

で
き
、
両
校
中

学
生
同
士
交
流

の
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。 

 

会
議
な
ど
で
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
を
推
進
す
る

と
、
紙
書
類
の
廃
棄
が

減
り
、
自
然
環
境
の
保

全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
生

産
原
料
と
な
る
森
林
の
伐
採
量
が

抑
え
ら
れ
る
た
め
、
地
球
上
の
貴

重
な
資
源
が
守
ら
れ
ま
す
。 

 
 

  

枚
二
校
区
で
は
こ
れ
ま
で
、
定

例
会
議
や
定
時
総
会
で
使
用
す
る

資
料
は
す
べ
て
紙
様
式
で
し
た
。

ホ
チ
キ
ス
止
め
も
し
、
出
席
者
全

員
に
配
布
す
る
作
業
は
膨
大
な
も

の
で
し
た
。 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
導
入
と 

「森
林
環
境
譲
与
」 

 

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
３
年
前
、
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
導

入
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
の
様
式
に
改

め
、
紙
の
使
用
「
ゼ
ロ
」
を
達
成

し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
今
年
、
緑
の
豊
か
さ
を

守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
聞
き
な

れ
な
い
「
森
林
環
境
税
」
を
住
民

が
負
担
し
ま
す
。
そ
の
税
収
が
国

か
ら
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
と
し

て
自
治
体
等
へ
譲
与
さ
れ
、
森
林

整
備
や
木
材
の
利
用
促
進
に
活
用

し
脱
炭
素
に
つ
な
げ
ま
す
。 

 

 （３）   ２０２4年（令和6年）12月        礎（いしずえ）                                     

方
式
な
ど
に
よ
る
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
講

座
」 

を
開
き
ま
し
た
。
委
員
は
１

年
生
と
２
年
生
が
中
心
で
、
経
験

を
積
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
び
ま
す
。 

 

 

そ
し
て
一
歩
進
ん
だ
７
月
は
、

手
書
き
の
ノ
ー
ト
ア
プ
リ
「
グ
ッ
ド

ノ
ー
ト
」
と
画
像
デ
ザ
イ
ン
編
集

ア
プ
リ
「
キ
ャ
ン
バ
」
の
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
活
用
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
生
徒
、
役
員
全
員
で
実
践
し

ま
し
た
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
長
の
加
藤
さ
ん
は

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を
ど

の
よ
う
に
発
表
し
、
ど
う
伝
え
る

か
を
考
え
実
践
で
き
る
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
」 

 

助
け
合
い
実
践
講
座 

 

し
か
し
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
使
用
に

は
難
題
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

「操
作
方
法
は
簡
単
で
は
な
い
」 

 
 

「そ
の
他
の
活
用
方
法
は
…
」 

と
い
っ
た
現
役
を
終
え
て
時
間
が

経
つ
役
員
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン

で
す
。 

 

こ
う
し
た
声
に
力
を
貸
し
て
く

れ
る
の
が
、
枚
方
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
委
員
の
部
員

た
ち
で
す
。 

 

今
年
も
１
月
と
７
月
に
部
員
た

ち
が
会
議
の
場
に
来
て
く
れ
、
こ

れ
ま
で
に
複
数
回
マ
ン
ツ
ー
マ
ン 

紙の使用やめて３年。脱炭素に貢献 

有志 

▲ 

プレゼンの様子と委

員のメンバー（下段

写真の左から５人）

と右から２人目は西

村校長（７月） 

 

枚
方
中
学
校
生
が
伝
授
！ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進 

部活 



 (５)                                                ２０２4年（令和6年）１２月             礎（いしずえ）               第４9号                                                                       (4) 

「Ｋチーム早い！ みんながんばってください」「Ｏチーム１着です！」 

こぼさないように「水」

の大切さを肌で感じる 

昼食後は 「〇×クイズ」  

前日まで「雨」のお天気情

報を「晴れ」に見直し！ 

賞品の中身は学習用品や生活用品です 

見直し元年 

 枚二小学校が開校されたころに生ま

れ、これまで大きな変更点などはなかっ

た区民体育祭。今回初めて「参加希望者

が少ない」一部種目を外すなどして見直

し、「誰もが楽しく参加」できることを

重視。人影が伸びる朝、多くの参加者が

グラウンドに集まりました（左写真）。 

 「どしゃぶり」は年代別、「〇×クイ

ズ」は年齢に関係なく、ユニークな発想

を取り入れた競技です。 

 各競技とも子どもたちは喜びいっぱ

い。賞品係にお礼を言っていました。 

 「全員集合」地域のチカラと区民体育祭のカタチ 2024.10.27 
 約２分の動画。こちらも見てね 

 交通安全から防災、歴史、人

口の問題まで全10問正解者は

７人（右写真）。そのうち家族

４人で参加した川原町の子ど

も（５）は１人勝ち残り、問

題は「カンタンやった」と笑

顔でした。 



     ２０２4年（令和6年）12月        礎（いしずえ）                              （６）       

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
興

味
を
持
ち
、
古
代
文
化
と

民
族
の
謎
に
迫
り
ま
す
。 

  

 
 

 

５
月
中
旬
、
清
水
さ
ん

と
地
元
の
人
の
案
内
で
、
３
人
で

大
垣
内
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

 

午
前
、
辺
り
は
う
っ
そ
う
と
し

た
木
々
に
覆
わ
れ
、
足
元
に
注
意

し
て
上
っ
て
い
く
と
鳥
居
が
あ
り

ま
し
た
。
額
に
は
「
百
済
王
神
社
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

少
し
進
む
と
、
小
高
い
丘
の
頂

に
屋
根
と
柱
の
み
残
っ
て
い
る
社

が
現
れ
ま
し
た
。
地
元
の
年
間
の 

 

中
宮
西
之
町
１
に
特
別
史
跡
の

百
済
寺
（
く
だ
ら
で
ら
）
跡
が
あ

り
、
寺
院
の
遺
構
が
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
そ
の
西
端
に
百
済
王
（
く
だ

ら
お
う
）
神
社
が
あ
り
、
枚
方
市

駅
か
ら
ほ
ど
近
い
大
垣
内
町
１
に

も
同
名
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。 

 

祭
典
が
あ
る
た
め
、
中
は
清
掃
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

 

中
央
の
通
路
を
く
ぐ
る
と
小
さ

な
「
本
殿
」
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
い
銭
箱
が
あ
る
だ
け
で
、
古
代

が
わ
か
る
説
明
書
き
な
ど
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。 

 

な
ら
ば
「
小
さ
な
神
社
の
裏
側

に
大
き
な
歴
史
が
控
え
て
い
る
」

と
い
う
主
観
的
な
考
え
に
立
っ
て

中
宮
の
地
へ
向
か
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
７
面
に
続
く
） 

 

「
中
宮
の
百
済
王
神
社
か
ら
歩
い

て
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
な
ぜ

同
じ
名
前
の
神
社
が
あ
る
の
か
」 

 

 

枚
方
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
清
水
源
久
さ
ん
（
82
）
に
お

願
い
し
て
、
歴
史
を
学
ぶ
岡
南
町 

 
 

 

ひ
っ
そ
り
と
、
悠
久
の
時
を
刻
み
続
け
る
大
垣
内
の
地
か
ら 

二
つ
の
百
済
王
神
社 

 
 

歴
史
の
裏
側
に
迫
る 社（上）とその奥にある本殿（下） 

ゴール （中宮の百済王神社） 

百
済
寺
跡
公
園 

禁野本町 

スタート （大垣内の百済王神社） 

市駅 

禁野橋 赤い鳥居 宮之阪の坂道 

歩いて体感「百済の道」 

大垣内・百済王神社の鳥居下で

清水さん（左）と地元の人 
▲  

 （７）      ２０２4年（令和6年）12月        礎（いしずえ）                                     

 

午
後
は
「
歴
史
の
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
」
清
水
さ
ん
の
出
番
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
も

加
わ
り
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
解
説

ぶ
り
で
古
代
を
体
感
し
ま
す
。 

 
 
 
   

 

「
禁
野
」 

の
由
来 

 

天
野
川
に
架
か
る
「
禁
野
橋
」
を

渡
り
ま
す
。 

 

禁
野
の
名
が
つ
い
た
由
来
は
？ 

 

平
安
時
代
、
今
の
禁
野
本
町
辺
り

は
皇
族
が
狩
り
を
楽
し
む
原
野
。

一
般
人
の
狩
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
の
で
「
禁
・
野
」
と
言
い
ま
す
。 

  

ゴ
ー
ル
は
間
近
。
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
、
百
済
王
神
社
の

場
所
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

赤
に
塗
り
替
わ
っ
た
鳥
居
。 

 

 

４
～
７
世
紀
ご
ろ
に
朝
鮮
半
島

で
栄
え
た
百
済
は
、
日
本
と
の
か

か
わ
り
が
最
も
深
い
古
代
王
国
で

す
。
百
済
滅
亡
後
、
日
本
に
亡
命

し
た
一
族
は
大
い
に
存
在
感
を
示

し
ま
す
。 

 

聖
武
天
皇
の
時
代
、
東
大
寺
の

大
仏
造
立
に
際
し
、
百
済
王
（
氏

族
名
＝
く
だ
ら
の
こ
に
き
し
）
の

子
孫
・
敬
福
が
大
仏
塗
金
の
た
め

に
黄
金
９
０
０
両
を
献
上
。
天
皇

は
大
い
に
喜
ば
れ
、
こ
れ
を
機
に

一
族
は
難
波
の
地
を
離
れ
、
以
前

よ
り
か
か
わ
り
の
深
か
っ
た
天
野 

 

川
を
一
望
す
る
「
河
内
国
交
野
郡

中
宮
」
に
住
ま
い
を
移
し
ま
す
。 

 

 

８
世
紀
後
半
（
奈
良
時
代
）
、

こ
の
地
に
、
百
済
王
氏
の
祖
霊
を

祭
る
百
済
寺
と
神
社
を
建
立
し
た

と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
天
皇
の

遊
猟
は
絶
え
、
百
済
寺
も
焼
失
し

て
し
ま
う
が
、
神
社
祭
祀
は
続
け

ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
          

三
松
家
の
存
在 

 

中
宮
の
邸
宅
の
庭
に
３
本
の
松

が
あ
っ
た
の
で
、
三
松
（み
つ
ま
つ
）

家
を
名
乗
っ
た
百
済
王
氏
の
子
孫
。 

 

三
松
家
は
代
々
河
内
検
断
職
を

兼
ね
王
氏
の
祖
廟
を
守
り
ま
し
た

が
、
秀
吉
の
太
閤
検
地
に
よ
り
中

宮
の
地
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
。
三

松
家
は
所
領
の
大
垣
内
へ
農
民
と

し
て
移
り
住
み
ま
す
。 

 
 

大
垣
内
・百
済
王
神
社 

誕
生 

 

三
松
家
は
大
垣
内
か
ら
中
宮
の

百
済
王
神
社
へ
奉
仕
の
た
め
通
っ

て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て

天
野
川
の
洪
水
が
た
び
た
び
起
こ

り
、
通
え
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

慶
安
３
年
（
１
６
５
０
年
）
、

三
松
家
の
邸
宅
内
に
社
を
建
て
、

中
宮
百
済
王
神
社
の
祖
霊
を
勧
請

し
、
大
垣
内
の
産
土
神
と
し
て
の

「
百
済
王
神
社
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 
 

再
興
と
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
中
宮
の
地
へ 

正徳３年建立の鳥居下で清水さんの

解説を聞く老人クラブのメンバー 
平成14年に建て替えられ

た拝殿と同時期の石造物 

      
 

鳥
居
に
学
ぶ
も
の 

 

中
宮
の
百
済
王
神
社
を
形
成
す

る
現
在
の
建
造
物
、
石
造
物
は
す

べ
て
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
も
で

す
。 

 

昭
和
30
年
に
再
興
さ
れ
た
社
殿

は
、
さ
ら
に
平
成
14
年
に
新
し
い

拝
殿
に
建
て
替
え
ら
れ
、
左
右
対

称
に
並
ぶ
狛
犬
、
灯
篭
の
石
造
物

も
同
時
期
の
造
り
で
す
。 

 

参
道
に
設
け
ら
れ
た
鳥
居
は
最

も
古
く
、
正
徳
３
年
（
１
７
１
３

年
）
建
立
。 

 

鳥
居
は
神
社
の
内
と
外
を
分
け

る
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
隣

の
公
園
で
ボ
ー
ル
遊
び
す
る
小
学

生
た
ち
は
、
神
様
の
領
域
に
入
る

時
と
退
出
時
も
向
き
直
っ
て
一
礼

し
ま
す
。
大
人
か
ら
教
わ
っ
た
こ

と
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
静
け
さ
を
物
語
る
大

垣
内
の
社
。
こ
の
地
に
三
松
家
の

姓
を
継
ぐ
方
が
元
旦
に
お
参
り
さ

れ
ま
す
。
地
元
の
人
は
「
会
話
は

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
程
度
で
す
」

と
言
葉
少
な
げ
に
話
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

＊ 

 

「全
国
歩
け
ば
歴
史
に
当
た
る
」

と
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
求
め

続
け
る
清
水
さ
ん
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 



     ２０２4年（令和6年）12月        礎（いしずえ）                             （８）       

枚
二 

新
た
な
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り 

「
Ｏ
Ｐ
Ｈ
枚
方
駅
前
」
を
背
景
に

巡
行
。
２
ト
ン
も
あ
る
み
こ
し
は

重
い
分
だ
け
迫
力
満
点
、
時
代
を

超
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
未

来
を
創
造
し
ま
す
。 

 

 

細
い
道
筋
が
残
る
旧
街
道
は

ゆ
っ
く
り
進
ん
で
方
向
転
換
。
一

般
車
道
を
通
る
時
は
、
信
号
で

「
止
ま
れ
、
進
め
」
な
ど
警
備
・

誘
導
も
大
事
な
役
割
で
す
。 

 

 

今
年
の
当
番
町
で
、
新
町
の
祭

り
世
話
役
・
南
昌
克
さ
ん
（
62
）

は
事
前
の
備
え
と
出
発
前
の
あ
い

さ
つ
か
ら
運
行
ま
で
、
３
０
０
年

以
上
続
く
伝
統
行
事
の
安
全
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。 

枚
方
市
駅
近
く
は
今
、
市
の
観
光
情
報
発
信

拠
点
「
Ｓ
ｙ
ｕ
ｋ
ｕ
56
」
と
た
く
さ
ん
の
店
舗

が
入
っ
た
高
層
ビ
ル
が
建
ち
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
街
と
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
街

の
双
方
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

 
 
 
 

江
戸
の
町
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ 

新
町
・
江
戸
の
町
家
住
宅
前
を
ゆ
っ
く
り
西
進 

旧街道と並行する新しい道。

周辺工事が続き、バックは

「ステーションヒル枚方」 

人
口
減
少
が
進
む
な
か
で

「
土
地
利
用
の
変
化
と
課

題
」
が
あ
り
ま
す
。
旧
街

道
筋
は
駐
車
場
が
増
え
る

が
、
あ
る
地
域
は
空
き
家

が
減
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
ち
進
ん
で
い
ま
す
。
人
口
回

復
期
待
に
相
反
し
て
悩
み
深
い

の
が
、
地
域
行
事
な
ど
社
会
参

加
の
少
な
さ
で
す
◆
大
学
生

が
、
区
民
体
育
祭
で
活
躍
す
る

子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
た
く
さ

ん
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
運
動

会
に
は
な
く
、
親
子
で
楽
し
め

る
競
技
が
あ
る
体
育
祭
。
子
ど

も
は
地
域
社
会
の
中
で
大
人
や

年
齢
の
違
う
友
人
と
交
流
し
、

体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
◆
「
小
学
校
を
出

て
年
月
が
浅
い
の
に
、
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
強
く

印
象
付
け
ら
れ
る
の
が
、
地
域

に
学
ぶ
中
学
生
の
貢
献
活
動
で

す
。
困
っ
て
い
る
人
を
支
え
助

け
て
、
自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ

る
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
へ

の
期
待
感
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。 

 
 

編集後記 

意賀見神社奉納  ふとん太鼓 「安全」 巡行 

 

枚
方
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
象
徴

と
も
い
え
る
意
賀
見
神
社
の
秋
祭

り
、
ふ
と
ん
太
鼓
巡
行
が
10
月

13

日
（
日
）
に
あ
り
、
４
町
が

東
海
道
56

番
目
の
「
枚
方
宿
」

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

 
 

 

新
町
は
旧
街
道
の
景
観
を
形
作

る
江
戸
の
町
家
住
宅
前
を
通
り
、

市
駅
前
に
竣
工
し
た
29
階
建
て

複
合
施
設
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヒ
ル

枚
方
」
と
古
い
建
物
か
ら
14
階

マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替
え
ら
れ
た 

 
 


